



をキルギス語、公用語をロシア語とし、人口 610 万人、90 以上の民族が暮らす多言語・多



































　表 1を見ると、「チュイ及びタラス地域」は 10 通り、「イシククル及びチャン・シャン地域」
































ロシア語 67.9％、カザフ語 0.1％、キルギス語 30％、ウズベク語 1.3％となっており、ロシ





表 2　初等中等教育における言語能力の類型（Korth, 2005：小田桐、2015 を引用）
表 3　キルギス語とロシア語の法的位置づけ比較（小田桐、2015）
都市部の学校 農村部の学校

































キルギス語 〇 〇 〇（2004 ～） 〇


















　一方で、本稿末尾資料 1の 1994 年のキルギスにおける言語使用を見ると、「家庭」「学校
もしくは大学」「職場」の 3つのカテゴリーのいずれにおいても、キルギス人はキルギス語














　質問紙調査は、2018 年 2 月から 3月にかけて、ビシケク人文大学東洋国際関係学部とキ
ルギス国立総合大学国際関係学・東洋学部に通う大学生 118 名（キルギス語学校出身者 32 名、



























人数 32 名 86 名
性別 男性 11 名、女性 21 名 男性 14 名、女性 72 名
民族 キルギス系 32 名 キルギス系 70 名、朝鮮系 9名、カザフ系 3名、
ロシア系 2名、ドイツ系 1名、タタール系 1名
























































































































































































































































バイリンガルのタイプを分析し、「巨視モデル（Macroscopic model of the determinants of 
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民族言語 キルギス語 ロシア語 民族言語 キルギス語 ロシア語 民族言語 キルギス語 ロシア語
キ ル ギ ス 97.8 × 1.8 87.4 × 12.3 82.6 × 17
ロ シ ア 99.6 0.2 × 99.7 0.2 × 99.5 0.4 ×
ウ ク ラ イ ナ 4.3 0.1 95.2 － 0.3 99.7 0.2 0.9 98.7
ベ ラ ル ー シ 0.5 2.4 96.2 － 4 88 － － 98.9
ウ ズ ベ ク 95.8 1.6 2.4 86.4 3 10.4 73.1 6.2 20.4
カ ザ フ 46.2 26 26.1 － 21.2 78.6 2.4 17.8 79.1
ジ ョ ー ジ ア 25.9 20.4 51.8 － 25 75 － 25 75
アゼルバイジャン 51 0.2 25 － 7.3 69.1 2.1 10.7 71
ラ ト ビ ア － － 100 － － 100 － － 100
モルダヴィア 5.5 3.6 89.1 － － 100 － 10.7 89.3
リ ト ア ニ ア 4.5 － 91 － － 100 － － 100
タ ジ ク 67 3.7 6.5 20.7 7.2 27.9 13.2 20.8 40
ア ル メ ニ ア 20 － 78.2 － － 100 － － 100
ト ル ク メ ン 4.3 27.7 59.5 － 25 50 － 39.1 56.6
エ ス ト ニ ア － － 100 － － 75 － － 100
タ タ ー ル 36.5 4.1 55.7 － 3 94.4 1 5.5 91.1
ユ ダ ヤ 2.7 － 95.7 － － 100 － － 100
ド イ ツ 6.6 0.1 93.1 － 0.2 99.8 0.2 0.3 99.5
ウ イ グ ル 57.6 7.5 20.6 0.6 10.2 75.7 2.1 9.8 78.1
ド ゥ ン ガ ン 90.5 1.2 5.2 1.6 0.1 95.3 19.9 1.8 75.7
朝 鮮 18.6 0.4 80.8 － － 100 0.6 1.1 97.9
ト ル コ 72.7 13.8 5 2.7 33.3 53.1 2.3 30.2 55.8
（Landau ＆ Kellner-Heinkele, 2001 を筆者が日本語訳、再編集）
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